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一時預かり一時預かり
事業について事業について

　満 1 歳以上の健康なお子
さんを保育園でお預かりし
ます。( 喜志麻保育園は生後
8 週から ) ご利用の方は各園
へ事前にお申込みください。
※子育て応援券が利用できます。

こども課 保育園係 ☎ � 2010

私立認定こども園も私立認定こども園も
預かり保育をしています !預かり保育をしています !
　短期入園も可能です。また､
幼稚園に入園されていない方
も受け入れできます。
※子育て応援券が利用できます。

認定こども園福野青葉幼稚園
　　　　　　　　　☎ �2530
認定こども園福光青葉幼稚園
　　　　　　　　　☎ �1008

南砺市ファミリー南砺市ファミリー
サポートセンターサポートセンター

　少しの間子どもを預かって
ほしいとき､ 保育サポーター
が 1 時間 600 円でお預かり
します。ご利用の方は事前に
お問い合わせください。
※子育て応援券が利用できます。

こども課 子育て支援係 ☎ �2010
きっずらんど ☎ �8200

問い合わせ

問い合わせ

問い合わせ

南砺市子育て支援アプリ

「なんとHug」「なんとHug」

◇子育ての悩みが解消
できる１対１の相談
窓口があります

◇子育て交流・仲間づ
くりができる交流掲
示板があります

◇あなたに必要な子育
て情報が届きます

妊娠期から切れ目のない子育てを
サポートします！まずはダウンロードを！！

iOS ▶

◀Android

－乳幼児のお子さんと保護者が対象です
　　　　おじいちゃん、おばあちゃん、
　　　　　　　妊婦さんもお気軽にどうぞ！－

さくらんぼ 毎週月～金　9:00 ～ 16:00
☎�7305 ( 城端さくら保育園併設 )

• 作って遊ぼう！「お正月遊び・こま」   4日（火）～11日（火）
• 身体測定＆歯科衛生士講座  20日（木）10:30～
• 鬼のお面を作ろう 17日（月）～26日（水）まで

きらきら 毎週月～金　9:00 ～ 16:00
☎�7812 ( 井波にじいろ保育園併設 )

• お出かけにじいろ保育園   7日（金）10:30～
• 身体測定＆栄養士講座 12日（水）10:30～
• 手作りおやつ紹介 ※要予約 25日（火）10:30～
• あそびのひろば ※要予約 27日（木）10:30～

たんぽぽ 毎週月～土　9:00 ～ 16:00
☎�8230 ( 福野ひまわり保育園併設 )

• 身体測定＆母子保健推進員人形劇 13日（木）10:30～
• 鬼のお面を作ろう 17日（月）～
• 誕生会＆バルーンで遊ぼう 20 日（木）10:30 ～

子子育育てて
支支援援セセンンタターーにに
遊びに行ってみよう遊びに行ってみよう!!

あっぷる 毎週月～金　9:00 ～ 16:00
☎�8722 ( 福野おひさま保育園併設 )

• こまを作ろう   4日（火）～12日（水）
• プリプリキッズと遊ぼう ※要予約 13日（木）10:30～
• 鬼のお面を作ろう 17日（月）～
• 身体測定＆イヤイヤ期講座 ※要予約 20日（木）10:00～

にこにこ 毎週日～金　9:00 ～ 16:00
☎�6703 ( 福光どんぐり保育園併設 )

• 身体測定＆保健師講座 13日（木）10:00～
• 予防接種相談会 ※要予約 16日（日）10:00～
• パパ講座～ふれあい運動遊び～ ※要予約 23日（日）10:30～

ほほえみ 毎週月～金　9:00 ～ 16:00
☎�7322 ( 福光東部かがやき保育園併設 )

• 足形だるまさんに願いを込めて　  5日（水）～7日（金）10:00～
• ベビーエクササイズ ※要予約 12日（水）10:30～
• 言語聴覚士講座 ※要予約 19日（水）10:30～

ぴよぴよ広場 毎週月～土　9:00 ～ 16:00
☎�4647( 喜志麻保育園併設 )

• ぴよ DE 離乳食 ※要予約 11日（火）10:30～
• ぴよぴよヨガ ※要予約 13日（木）10:30～
• ベビーマッサージ ※要予約 19日（水）10:30～
• 助産師さんと話そう ※要予約 26日（水）10:30～

城端児童館　さくらっこ ☎�2897

• トラの福笑い作り　　　  6日(木)、7日(金) 15：30～17：00
• 今年の夢書き 11日（火）、12日（水） 15：30～17：00
▷開館　毎週月～金 13:00～18:00、土曜日9:00～18:00

井波児童館　きぼりっこ ☎�5770

• 今年の目標を書こう　　　　　　 8日（土） 14：00～
• かるた大会　　　　　　　　　  22日（土） 14：00～
▷開館　毎週月～金 13:00～18:00、土曜日9:00～18:00

福野児童センター　アルカス ☎�3898

• ゆかいにかこう   8日（土） 10：00～
• つくってあそぼう 20日（木） 16：00～
▷開館　毎週月～金 13:00～18:00、土曜日9:00～18:00

－遊びを通して児童の健全育成を図ります－

11月月のの行事予定行事予定

11月月のの行事予定行事予定

なんとなんとのの児児童童館館へへよよううここそそ！！

詳しい行事予定については、
市ホームページをご覧ください。 子育て支援センター 検索

※新型コロナウイルス感染状況により、変更または中止となる場合があります。

福光児童館 きっずらんど ☎�8200

• DVD鑑賞会 15日（土） 13：30～
▷開館　毎週月～土　9:00～18:00

（小学生対象・要予約）

「はじめましての日」　毎月第 3 火曜日「はじめましての日」　毎月第 3 火曜日
1 月18 日（火）9：00 ～ 12：00（対象者のみの利用となります）
利 用 場 所 ：子育て支援センター「さくらんぼ」「きらきら」
　　　　　  「たんぽぽ」「あっぷる」「にこにこ」
利用対象者：はじめて子育て支援センターを利用される方、妊婦さん
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旅
の
画
家
　
長
﨑
莫
人
展

　
　
　 
―
ア
ジ
ア
と
ふ
る
里
を
巡
る
―

　
ヘ
リ
オ
ス
が
収
蔵
す
る
約
３
０
０
点
の

長
﨑
莫
人
作
品
か
ら
、「
旅
」
を
テ
ー
マ
に
、

世
界
各
地
を
巡
っ
て
制
作
さ
れ
た
作
品
や
、

福
野
や
富
山
の
風
景
、
ま
た
新
た
に
収
蔵

さ
れ
た「
海
」
な
ど
を
合
わ
せ
た
全
43
点
を

展
示
し
ま
す
。

 

会
期 

　
１
月
14
日(

金)

～
23
日(

日)

　
　 

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　 

　
※
18
日(

火)

は
休
館

 

￥ 

　
無
料

 

場   

問  

　
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
１
１
２
５

第
20
回
な
ん
と
版
画
年
賀
状
公
募
展

　
一
般
、
中
学
、
小
学
生
以
下
の
３
部
門

で
公
募
し
た
全
作
品
を
招
待
作
品
と
と
も

に
展
示
し
ま
す
。

 

会
期 

　
１
月
22
日（
土
）～
２
月
20
日（
日
）

 

場   

問  

　
福
光
美
術
館
　
☎
�
７
５
７
６

南
砺
市
国
内
国
際
交
流
都
市

紹
介「
パ
ネ
ル
展
」

　
南
砺
市
内
の
団
体
と
交
流
を
育
ん
で
い
る

都
市
や
地
域
の
魅
力
を
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介

 

日
程 

　
中
央
図
書
館

　
　
12
月
24
日(

金)

～
１
月
19
日(

水)

　
井
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ 

ア
ス
モ

　
　
１
月
21
日(

金)

～
２
月
16
日(

水)

　
福
野
体
育
館
　

　
　
２
月
18
日(

金)

～
３
月
６
日(

日)

※ 

会
場
に
掲
示
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
方
の

中
か
ら
抽
選
で
３
名
の
方
に
「
南
砺
の

逸
品
」プ
レ
ゼ
ン
ト
！

 

問 

　
南
砺
市
友
好
交
流
協
会

　
☎
�
４
５
４
８

小
矢
部
園
芸
高
等
学
校

令
和
４
年
度
専
攻
科
入
学
者
選
抜
案
内

 
志
願
資
格 

　
高
校
卒
業
お
よ
び
卒
業
見
込
み

の
方
、
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方

 

定 

　
約
40
名

 

志
願
期
間 
　
２
月
14
日（
月
）

～
17
日(

木)

正
午

 

入
学
検
査
日 

　
３
月
10
日(

木)
 

募
集
要
項
配
布 

　
学
校
事
務
室
で
配
布
し

ま
す
。ま
た
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

問 

　
小
矢
部
園
芸
高
等
学
校
　

　
☎
０
７
６
６-

６
７-

１
８
０
２

南
砺
市
友
好
交
流
協
会
職
員
募
集

 

募
集
職
種 

　
事
務
局
長
　
１
名

 

雇
用
期
間 

　
令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日（
更
新
あ
り
）

 

応
募
資
格 

　
国
内
・
国
際
交
流
事
業
と
多

文
化
共
生
事
業
へ
の
熱
意
と
職
場
で
の
業

務
管
理
経
験
が
あ
り
、
総
合
調
整
能
力
を

有
す
る
方

 

応
募
期
限 

　
２
月
10
日(

木)

必
着

 

応
募
書
類 

　
履
歴
書
、
職
務
経
歴
書

　（
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
書
式
自
由
）

 

選
考
方
法 

　
書
類・
面
接
審
査

 

問 

　
南
砺
市
友
好
交
流
協
会
　
☎
�
４
５
４
８

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
却
物
件
、
最
低

売
却
価
格

①
南
砺
市
天
神
２
７
５
番
２

　
１
３
，６
１
３
，０
０
０
円
（
土
地
の
価
格
）

②
南
砺
市
梅
原
６
２
３
３
番
１
他
１
筆

　
５
，６
８
６
，０
０
０
円
（
土
地
の
価
格
）

③
南
砺
市
山
見
字
釜
土
５
７
９
番
１
他
５
筆

　
３
，２
８
０
，０
０
０
円
（
土
地
の
価
格
）

 

申 

　「
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
」に
必

要
事
項
を
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。応
募
要
項
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。行

革・施
設
管
理
課
で
も
配
布
し
ま
す
。 

※ 

申
込
受
付
期
限
、
申
込
み
資
格
は
応
募

要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

留
意
事
項 

・ 

台
帳
面
積
お
よ
び
現
状
有
姿
で
売
却
を

行
い
ま
す
。

・ 

入
札
を
さ
れ
る
方
は
入
札
保
証
金
を
事

前
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
落
札
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
後
日
返
金
し
ま
す
。）

・ 
前
述
の
物
件
以
外
に
、申
込
み
先
着
順
に

よ
る
売
却
物
件
、利
活
用
提
案
事
業
に
よ

る
購
入
申
込
み
も
募
集
し
て
い
ま
す
。詳

細
な
事
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問   

申 

　
行
革・施
設
管
理
課 

施
設
再
編
係

　
☎
�
２
０
５
１

建
設
リ
サ
イ
ク
ル

　
～
分
け
よ
う
建
設
副
産
物
！

　
　
　
進
め
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル
！
～

　
建
設
産
業
で
は
、建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

基
づ
き
、再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き
る
特

定
の
建
設
廃
棄
物（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、木
材
な
ど
）の「
分
別
解
体
」

と「
リ
サ
イ
ク
ル
」を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、一
方
で
は
依
然
と
し
て
建
設
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
公
共
工
事
に
限
ら
ず
、一
般
家
屋
の
解
体

な
ど
の
際
に
は
、業
者
に
適
正
な
分
別
解
体・

再
資
源
化
を
促
す
な
ど
、市
民
の
皆
様
に
お

か
れ
て
も
、建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

問 

　
北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会

事
務
局（
北
陸
地
方
整
備
局
　
企
画
部
　
技
術

管
理
課
　
教
習
係
）

☎
０
２
５-

２
８
０-

８
８
８
０

イ
ベ
ン
ト
・
講
座
な
ど

お
知
ら
せ

募
　集
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北
陸
唯
一
の「
陽
子
線
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
」

福
井
県
が
通
院
費
を
助
成
し
ま
す
！

　
福
井
県
立
病
院
に
は
北
陸
唯
一の「
陽
子

線
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
」が
あ
り
ま
す
。陽

子
線
が
ん
治
療
は
副
作
用
や
治
療
に
伴
う

痛
み
が
少
な
く
、治
療
時
間
も
短
い
の
で
、

通
院
治
療
が
可
能
で
す
。（
富
山
県
か
ら

の
通
院
例
あ
り
）

　
セ
ン
タ
ー
は
高
精
度
な
治
療
が
で
き
る

の
で
、東
京
や
沖
縄
か
ら
も
治
療
に
来
ら
れ

ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
富
山
県
の
方
が
治
療
を
受

け
た
際
、セ
ン
タ
ー
へ
の
通
院
費
を
助
成
し

ま
す
。ご
活
用
く
だ
さ
い
！

 

問 

　
福
井
県
立
病
院
陽
子
線

　
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
６-

５
７-

２
９
８
１

相
続
登
記
・
遺
言
・
後
見
の
無
料
相
談
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
、予
約

制
で
面
談
を
行
い
ま
す
。

 

時 

　
２
月
５
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

場 

　
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
　

２
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ

 

予
約
電
話
番
号 

　
０
７
６
-４
４
５
-１
６
２
０

　（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

 

問 

　
富
山
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
７
６
-４
３
１
-９
３
３
２

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
用
燃
料 

 

　
　
　
　
　
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
推

進
す
る
た
め
木
質
ペ
レ
ッ
ト
購
入
費
の一
部

を
補
助
し
ま
す
。

 

対 

・ 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
ま
た
は
市

内
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人
も
し
く

は
団
体

 時 …日時　 場 …場所　 チ …チケット　 ￥ …料金
 定 …定員　 申 …申請　 対 …対象　 問 …問い合わせ

・ 

市
内
で
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
を
製
造
お

よ
び
販
売
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
か

ら
、
自
ら
が
使
用
す
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト

燃
料
を
購
入
さ
れ
た
方

・ 

市
税
そ
の
他
の
市
に
対
す
る
納
付
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

 

補
助
金
の
額
な
ど 

５
円
／
㎏
、
年
度
内
上
限
5
万
円
、
申
請

は
年
度
内
1
回
限
り

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

問 

　
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
課

　
S
D
G
s
推
進
係
　
☎
�
2
0
5
0

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金

　
生
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
を
促
進
す
る

た
め
、生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
用
の一
部

を
補
助
し
ま
す
。

 

対 

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　 

・
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
方

 

補
助
率
な
ど 

　
購
入
価
格
(税
抜
)の
1/2
　

　　   
   

ご
寄
附
感
謝
し
ま
す

ご
寄
附
感
謝
し
ま
す

●
市
内
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
へ

　
山
天
東
リ
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
壁
紙
し
お
り 

３
，
５
２
０
部

●
児
童
福
祉
費
へ

　
福
光
青
葉
幼
稚
園 

１
万
円

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
へ

　
ト
レ
ボ
ー
株
式
会
社

　（
代
表
取
締
役
社
長
　
中
山
　
安
治
）

 

10
万
円

(処
理
方
式
毎
に
上
限
あ
り
)

　
申
請
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

問 

　
生
活
環
境
課 
生
活
衛
生
係

　
☎
�
2
0
3
5

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

　「
土
地
や
建
物
を
売
り
た
い
が
、亡
く
な
っ

た
祖
父
の
名
義
」「
先
々
代
の
土
地
の
相
続
登

記
を
し
た
い
が
、相
続
人
と
連
絡
が
と
れ
な

い
」と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
と
、ト
ラ
ブ
ル
発

生
の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、「
相
続
」問
題

に
発
展
し
て
し
ま
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
相
続
登
記
は
次
の
世
代
へ
の
つ
と
め
で
す
。

土
地
や
建
物
を
相
続
し
た
と
き
は
、法
務
局

に
相
続
登
記
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、相
続
手
続
き
に
役
立
つ「
法
定
相
続

情
報
証
明
制
度
」も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。富
山

地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
動
画
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

 

問 

　
富
山
地
方
法
務
局 

登
記
部
門

☎
0
7
6
-4
4
1
-7
3
6
3
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旅
の
画
家
　
長
﨑
莫
人
展

　
　
　 

―
ア
ジ
ア
と
ふ
る
里
を
巡
る
―

　
ヘ
リ
オ
ス
が
収
蔵
す
る
約
３
０
０
点
の

長
﨑
莫
人
作
品
か
ら
、「
旅
」
を
テ
ー
マ
に
、

世
界
各
地
を
巡
っ
て
制
作
さ
れ
た
作
品
や
、

福
野
や
富
山
の
風
景
、
ま
た
新
た
に
収
蔵

さ
れ
た「
海
」
な
ど
を
合
わ
せ
た
全
43
点
を

展
示
し
ま
す
。

 

会
期 

　
１
月
14
日(

金)

～
23
日(

日)

　
　 

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　 

　
※
18
日(

火)

は
休
館

 

￥ 

　
無
料

 

場   

問  

　
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
１
１
２
５

第
20
回
な
ん
と
版
画
年
賀
状
公
募
展

　
一
般
、
中
学
、
小
学
生
以
下
の
３
部
門

で
公
募
し
た
全
作
品
を
招
待
作
品
と
と
も

に
展
示
し
ま
す
。

 

会
期 

　
１
月
22
日（
土
）～
２
月
20
日（
日
）

 

場   

問  

　
福
光
美
術
館
　
☎
�
７
５
７
６

南
砺
市
国
内
国
際
交
流
都
市

紹
介「
パ
ネ
ル
展
」

　
南
砺
市
内
の
団
体
と
交
流
を
育
ん
で
い
る

都
市
や
地
域
の
魅
力
を
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介

 

日
程 

　
中
央
図
書
館

　
　
12
月
24
日(

金)

～
１
月
19
日(

水)

　
井
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ 

ア
ス
モ

　
　
１
月
21
日(

金)

～
２
月
16
日(

水)

　
福
野
体
育
館
　

　
　
２
月
18
日(

金)

～
３
月
６
日(

日)

※ 

会
場
に
掲
示
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
方
の

中
か
ら
抽
選
で
３
名
の
方
に
「
南
砺
の

逸
品
」プ
レ
ゼ
ン
ト
！

 

問 

　
南
砺
市
友
好
交
流
協
会

　
☎
�
４
５
４
８

小
矢
部
園
芸
高
等
学
校

令
和
４
年
度
専
攻
科
入
学
者
選
抜
案
内

 

志
願
資
格 

　
高
校
卒
業
お
よ
び
卒
業
見
込
み

の
方
、
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方

 

定 

　
約
40
名

 

志
願
期
間 

　
２
月
14
日（
月
）

～
17
日(

木)

正
午

 

入
学
検
査
日 

　
３
月
10
日(

木)
 

募
集
要
項
配
布 

　
学
校
事
務
室
で
配
布
し

ま
す
。ま
た
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

問 

　
小
矢
部
園
芸
高
等
学
校
　

　
☎
０
７
６
６-

６
７-

１
８
０
２

南
砺
市
友
好
交
流
協
会
職
員
募
集

 

募
集
職
種 

　
事
務
局
長
　
１
名

 

雇
用
期
間 

　
令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日（
更
新
あ
り
）

 

応
募
資
格 

　
国
内
・
国
際
交
流
事
業
と
多

文
化
共
生
事
業
へ
の
熱
意
と
職
場
で
の
業

務
管
理
経
験
が
あ
り
、
総
合
調
整
能
力
を

有
す
る
方

 

応
募
期
限 

　
２
月
10
日(

木)

必
着

 

応
募
書
類 

　
履
歴
書
、
職
務
経
歴
書

　（
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
書
式
自
由
）

 

選
考
方
法 

　
書
類・
面
接
審
査

 

問 

　
南
砺
市
友
好
交
流
協
会
　
☎
�
４
５
４
８

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
却
物
件
、
最
低

売
却
価
格

①
南
砺
市
天
神
２
７
５
番
２

　
１
３
，６
１
３
，０
０
０
円
（
土
地
の
価
格
）

②
南
砺
市
梅
原
６
２
３
３
番
１
他
１
筆

　
５
，６
８
６
，０
０
０
円
（
土
地
の
価
格
）

③
南
砺
市
山
見
字
釜
土
５
７
９
番
１
他
５
筆

　
３
，２
８
０
，０
０
０
円
（
土
地
の
価
格
）

 

申 

　「
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
」に
必

要
事
項
を
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。応
募
要
項
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。行

革・施
設
管
理
課
で
も
配
布
し
ま
す
。 

※ 

申
込
受
付
期
限
、
申
込
み
資
格
は
応
募

要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

留
意
事
項 

・ 

台
帳
面
積
お
よ
び
現
状
有
姿
で
売
却
を

行
い
ま
す
。

・ 

入
札
を
さ
れ
る
方
は
入
札
保
証
金
を
事

前
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
落
札
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
後
日
返
金
し
ま
す
。）

・ 

前
述
の
物
件
以
外
に
、申
込
み
先
着
順
に

よ
る
売
却
物
件
、利
活
用
提
案
事
業
に
よ

る
購
入
申
込
み
も
募
集
し
て
い
ま
す
。詳

細
な
事
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問   

申 

　
行
革・施
設
管
理
課 

施
設
再
編
係

　
☎
�
２
０
５
１

建
設
リ
サ
イ
ク
ル

　
～
分
け
よ
う
建
設
副
産
物
！

　
　
　
進
め
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル
！
～

　
建
設
産
業
で
は
、建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

基
づ
き
、再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き
る
特

定
の
建
設
廃
棄
物（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、木
材
な
ど
）の「
分
別
解
体
」

と「
リ
サ
イ
ク
ル
」を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、一
方
で
は
依
然
と
し
て
建
設
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
公
共
工
事
に
限
ら
ず
、一
般
家
屋
の
解
体

な
ど
の
際
に
は
、業
者
に
適
正
な
分
別
解
体・

再
資
源
化
を
促
す
な
ど
、市
民
の
皆
様
に
お

か
れ
て
も
、建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

問 

　
北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会

事
務
局（
北
陸
地
方
整
備
局
　
企
画
部
　
技
術

管
理
課
　
教
習
係
）

☎
０
２
５-

２
８
０-

８
８
８
０

イ
ベ
ン
ト
・
講
座
な
ど

お
知
ら
せ

募
　集

1213
2022．12022．1

北
陸
唯
一
の「
陽
子
線
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
」

福
井
県
が
通
院
費
を
助
成
し
ま
す
！

　
福
井
県
立
病
院
に
は
北
陸
唯
一の「
陽
子

線
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
」が
あ
り
ま
す
。陽

子
線
が
ん
治
療
は
副
作
用
や
治
療
に
伴
う

痛
み
が
少
な
く
、治
療
時
間
も
短
い
の
で
、

通
院
治
療
が
可
能
で
す
。（
富
山
県
か
ら

の
通
院
例
あ
り
）

　
セ
ン
タ
ー
は
高
精
度
な
治
療
が
で
き
る

の
で
、東
京
や
沖
縄
か
ら
も
治
療
に
来
ら
れ

ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
富
山
県
の
方
が
治
療
を
受

け
た
際
、セ
ン
タ
ー
へ
の
通
院
費
を
助
成
し

ま
す
。ご
活
用
く
だ
さ
い
！

 

問 

　
福
井
県
立
病
院
陽
子
線

　
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
６-

５
７-

２
９
８
１

相
続
登
記
・
遺
言
・
後
見
の
無
料
相
談
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
、予
約

制
で
面
談
を
行
い
ま
す
。

 

時 

　
２
月
５
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

場 

　
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
　

２
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ

 

予
約
電
話
番
号 

　
０
７
６
-４
４
５
-１
６
２
０

　（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

 

問 

　
富
山
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
７
６
-４
３
１
-９
３
３
２

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
用
燃
料 

 
　
　
　
　
　
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
推

進
す
る
た
め
木
質
ペ
レ
ッ
ト
購
入
費
の一
部

を
補
助
し
ま
す
。

 

対 

・ 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
ま
た
は
市

内
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人
も
し
く

は
団
体

 時 …日時　 場 …場所　 チ …チケット　 ￥ …料金
 定 …定員　 申 …申請　 対 …対象　 問 …問い合わせ

・ 

市
内
で
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
を
製
造
お

よ
び
販
売
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
か

ら
、
自
ら
が
使
用
す
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト

燃
料
を
購
入
さ
れ
た
方

・ 

市
税
そ
の
他
の
市
に
対
す
る
納
付
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

 

補
助
金
の
額
な
ど 

５
円
／
㎏
、
年
度
内
上
限
5
万
円
、
申
請

は
年
度
内
1
回
限
り

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

問 

　
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
課

　
S
D
G
s
推
進
係
　
☎
�
2
0
5
0

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金

　
生
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
を
促
進
す
る

た
め
、生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
用
の一
部

を
補
助
し
ま
す
。

 

対 

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　 

・
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
方

 

補
助
率
な
ど 

　
購
入
価
格
(税
抜
)の
1/2
　

　　   
   

ご
寄
附
感
謝
し
ま
す

ご
寄
附
感
謝
し
ま
す

●
市
内
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
へ

　
山
天
東
リ
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
壁
紙
し
お
り 

３
，
５
２
０
部

●
児
童
福
祉
費
へ

　
福
光
青
葉
幼
稚
園 

１
万
円

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
へ

　
ト
レ
ボ
ー
株
式
会
社

　（
代
表
取
締
役
社
長
　
中
山
　
安
治
）

 

10
万
円

(処
理
方
式
毎
に
上
限
あ
り
)

　
申
請
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

問 

　
生
活
環
境
課 

生
活
衛
生
係

　
☎
�
2
0
3
5

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

　「
土
地
や
建
物
を
売
り
た
い
が
、亡
く
な
っ

た
祖
父
の
名
義
」「
先
々
代
の
土
地
の
相
続
登

記
を
し
た
い
が
、相
続
人
と
連
絡
が
と
れ
な

い
」と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
と
、ト
ラ
ブ
ル
発

生
の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、「
相
続
」問
題

に
発
展
し
て
し
ま
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
相
続
登
記
は
次
の
世
代
へ
の
つ
と
め
で
す
。

土
地
や
建
物
を
相
続
し
た
と
き
は
、法
務
局

に
相
続
登
記
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、相
続
手
続
き
に
役
立
つ「
法
定
相
続

情
報
証
明
制
度
」も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。富
山

地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
動
画
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

 

問 

　
富
山
地
方
法
務
局 

登
記
部
門

☎
0
7
6
-4
4
1
-7
3
6
3
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シルバー人材センターで
『はたらく』という健康法！

（60歳以上）（60歳以上）

 1月の入会説明会   日時  令和４年1月20日（木）午後１時30分から  　
場所  福野シルバーワークプラザ研修室
 女性限定入会説明会   日時  令和４年１月11日（火）午前10時から
場所  福野シルバーワークプラザ研修室
 出張相談会のご案内 
日時  令和４年1月５日（水）午前9時30分から11時30分まで
場所  ハローワーク砺波  　

スタート

宝くじの助成金で宝くじの助成金で
コミュニティ活動備品を整備コミュニティ活動備品を整備

各種
自動車免許

地域の
安全教教育育センター 高齢者講習

地元で
受講できる

南砺市民の皆さん
ご家族で地元の自動車学校に来て下さい
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高齢者にやさしい
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ニャント自動車学校へ来てね！

なんと SDGs パートナーのご紹介 ②
日の出屋製菓産業株式会社

● 安定的な生産体制等を維持していくために、地域の
「人財」を積極的に雇用していきます

● 農業を守るため、「富山県産米」100% の製品を
国内外のお客様に安定的にお届けしていきます

● 食料資源の無駄を無くし環境への負荷を軽減させ
るため、食品ロスの削減に取り組みます

SDGsのゴール達成につながる取り組みを市内で実施する団体を
「なんとSDGsパートナー」として登録し、ホームページなどで紹介しています。
11月末現在の登録団体数　53団体
 問い合わせ 　エコビレッジ推進課 SDGs推進係　☎�2050
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アクション
2030

　宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財
源に、（一財）自治総合センターが実施する「コミュニティ助成事業」
を活用し、コミュニティ活動備品を整備しました。これにより、コミュ
ニティ活動のますますの活性化が期待されます。
 問い合わせ 　政策推進課 地方創生推進係　☎� 2052

◀上野自治会 : 太鼓修繕、音響設備、テレビなど

詳しくはコチラ→

2022年 1月15日㈯、3月12日㈯
13：00～16：00

不動産に関するいろいろなお悩みや問題などの相談所を開設します。
相談は無料ですので、お気軽にご来場・ご相談ください。

となみ散居村ミュージアム
（砺波市太郎丸80）
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Information

本年もありがとうございました
2022年も石を通じて、お役に立てますよう
努力していきたいと思います。
宜しくお願い申し上げます。　
2022年2月26日(土)・27日(日)は
展示会を予定しております。
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シルバー人材センターで
『はたらく』という健康法！

（60歳以上）（60歳以上）
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場所  福野シルバーワークプラザ研修室
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日の出屋製菓産業株式会社

● 安定的な生産体制等を維持していくために、地域の
「人財」を積極的に雇用していきます

● 農業を守るため、「富山県産米」100% の製品を
国内外のお客様に安定的にお届けしていきます

● 食料資源の無駄を無くし環境への負荷を軽減させ
るため、食品ロスの削減に取り組みます

SDGsのゴール達成につながる取り組みを市内で実施する団体を
「なんとSDGsパートナー」として登録し、ホームページなどで紹介しています。
11月末現在の登録団体数　53団体
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幸
子

91

荒
木
町

田
中
　
正
三

82

福
光
栄
町

坂
下
　  

吉
　

92

中
ノ
江

織
田
　
文
子

85

竹

林

水
上
志
み
子

98

在

房

山
田
　
秋
子

92

高

畠

吉
井
代
枝
子

85

才
川
七
４
区

久
保
庄
三
郎

83

梅

原

水
越
　
輝
己

83

荒
木
町

木
原
　  

均

64

高

宮

水
内
　
岩
吉

85

竹

内

笹
嶋
　
英
子

87

田

中

前
山
　
祐
子

68

旭
ヶ
丘

橋
爪
　
秋
夫

76

高

宮

窪
田
　
久
子

92

嫁

兼

因
幡
み
つ
ゑ

90

福
光
栄
町

金
山
　
義
信

88

福
光
新
町

永
井
　
良
英

90

旭

町

谷
村
　
外
義

96

う
ぶ
ご
え

浦

町

ウ
チ
バ
バ 

イ
タ
ヤ 

　

ア
イ
ザ
ッ
ク 

リ
ュ
ウ

男
イ
ザ
ベ
リ 

サ
ユ
リ

苗

島

今
枝
　
律り
つ
き貴

男

祐
樹

 

● 

福
　
　
光

殿

中
川
　
瑛え
い
と翔

男

遼

川

西

山
下
　
笑え

わ禾

女

吉
生

神
田
町

中
山
日ひ

な

こ
菜
子

女

朋
春

入居についてのご相談は
お気軽にお電話ください（0763）22-1777

令和3年11月 1日～30日届出分

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

行
政
区
　

　
氏
　
名

  

● 

城
　
　
端

　
夫

長
野
県

久
根
下
颯
太

　
妻

城
端
末
広
町

福
島
　
洋
子

  

● 

井
　
　
波

　
夫

三
清
東

吉
村
　
基
希

　
妻

砺
波
市

金
山
　
瑞
花

  

● 

福
　
　
野

　
夫

柴
田
屋

梅
島
　 

聡

　
妻

信

農

吉
田
　
佳
織

　
夫

四
区
町

篠
原
　
由
嗣

　
妻

苗

島

藤
井
　
愛
香

  

● 

福
　
　
光

　
夫

荒

木

得
能
　
翔
太

　
妻

石
川
県

北
　
　
明
未

　
夫

福
井
県

角
谷
　
幸
弥

　
妻

利
波
河

山
田
こ
の
み

　
夫

才
川
七
２
区

道
海
　
颯
太

　
妻

前

田

北
野
　
香
花

　
夫

西

町

定
村
　
拓
海

　
妻

砺
波
市

柴
田
　
唯
衣

※希望者のみ掲載
※上平、利賀地域は期間中届出なし
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皆
さ
ん
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

南
砺
市
歯
科
医
師
会

　会
長成

瀬

　裕
久

あ
な
た
は
認
知
症
に
な
っ
て
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
い
で
す

か
？
若
い
う
ち
か
ら
介
護
状
態
に
な
り
、好
き
な
食
べ
物
も
食
べ
ら

れ
な
く
な
り
た
い
で
す
か
？
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、重
篤
化
し
た
い
で
す
か
？
こ
れ
ら
の
こ
と
を
回
避
す
る
方

法
が
あ
る
と
し
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

冒
頭
よ
り
過
激
な
こ
と
を
書
い
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、そ
の
方
法
は
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、う
蝕（
む
し
歯
）、

歯
周
病
、オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
受
け
、悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
場
合
早
期
に
治
療

し
、口
腔
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
少
な
く
と
も
年
１
～

２
回
、リ
ス
ク
の
高
い
人
は
年
３
～
４
回
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

現
在
国
会
で
は
、50
数
名
の
国
会
議
員
が
歯
科
口
腔
医
療
勉
強

会
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
、「
口
腔
の
健
康
が
全
身
の
健
康
に
つ
な

が
る
」こ
と
を
数
々
の
根
拠
に
よ
っ
て
確
認
し
、「
国
民
皆
歯
科
健

診
」を
実
現
す
る
た
め
に
答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
実
現

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
全
国
民
が
歯
科
健
診
を
受
け
て
口
腔
内

の
健
康
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
で
、全
身
の
疾
病
予
防
、重
症
化
予

防
に
つ
な
が
り
無
駄
な
医
療
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
は
、ま
だ
治
療
を
受
け

る
だ
け
の
た
め
に
歯
科
医
院
を

受
診
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か

ら
は
治
療
が
必
要
と
な
ら
な
い

よ
う
予
防
の
た
め
に
定
期
的
な

歯
科
健
診
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

ケ
ア
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

南
砺
市
歯
科
保
健
推
進

南
砺
市
歯
科
保
健
推
進

��

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
12
月
９
日
（
木
）、Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を
使
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
、「
な
ん
と
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〈
若
者
世

代
コ
ー
ス
〉」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
16
名
の
皆
さ
ん
が
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
意
見
を
出
し
合
い
、
よ
り
良
い
南
砺
の
実
現

に
向
け
た
提
言
を
市
長
に
行
い
ま
し
た
。

な
ん
と
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ん
と
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

     
     〈

若
者
世
代
コ
ー
ス
〉を
開
催

〈
若
者
世
代
コ
ー
ス
〉を
開
催  

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
内
容 

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
田
中
市
長
か
ら
市
の
取
り
組

み
や
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」「
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」の
テ
ー

マ
毎
に
３
つ
に
分
か
れ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
進
行
役
を
中
心

に
、
ま
ず
は
各
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
課
題
を
抽
出
し
、

つ
づ
い
て
そ
の
解
決
策
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
っ
て
、

提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

 

テ
ー
マ
毎
の
発
表 

　
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
南
砺
市

の
こ
と
を
発
信
し
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
支

援
、
広
い
南
砺
市
を
自
由
に
巡
る
仕
組
み
」(

ニ
ュ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム)

、「
世
代
な
ど
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
毎
に
紙

媒
体
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
分
け
て
、
市
も
市
民

も
発
信
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
副
業
の
需
要
と

供
給
を
結
び
つ
け
る
情
報
発
信
」(

若
者
に
選
ば
れ
る

ま
ち)

、「
学
習
支
援
や
生
理
の
貧
困
問
題
な
ど
へ
の

対
策
、タ
テ
（
世
代
間
）
の
繋
が
り
と
ヨ
コ
（
同
世
代
）

の
理
解
度
を
高
め
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」(

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ)

と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 
提
言
を
受
け
て 

　
様
々
な
提
案
を
受
け
て
田
中
市
長
は
「
南
砺
市
が
ま

だ
足
り
て
い
な
い
課
題
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
ア
イ
デ

ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
南
砺
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
、
意
見
や
助
言
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　「
な
ん
と
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〈
若
者

世
代
コ
ー
ス
〉
の
詳
細
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ  

情
報
政
策
課 

広
報
係

☎
�
２
０
０
２

市ホームページ

み
ん
な
で
考
え
よ
う

こ
れ
か
ら
の
南
砺
！
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　20 歳を迎えると、様々な権利とともに義務も生まれます。
国民年金に加入することもそのひとつです。
日本に住んでいる 20 歳から 60 歳までのすべての人は、国民
年金に加入することが法律で義務付けられています。国民年
金は老後の生活保障だけでなく、障害や死亡といった不慮の
事故などにも対応できるよう、国民みんなで保険料を出し合
い、お互いを支え合う世代間扶養の仕組みをとっています。
　少子高齢化が進み現役世代の負担が年々増加しています
が、基礎年金の半分は国庫負担 ( 税金 ) で賄われているため、
現在 20 歳の方も、平均寿命で計算した場合、納付した保険
料以上の年金が受け取れます。さらに賃金や物価の変動に合
わせて年金額が改定されるため、経済社会が大きく変動したと
しても、年金の価値は保障されます。
　20 歳到達後、約 2 週間で年金手帳と国民年金保険料の納
付書が送付されますので、納付期限内に保険料を納付しましょ
う。また、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方
には、保険料の納付を免除や猶予する制度があります。詳細
については、お近くの市民センター窓ロまたは砺波年金事務
所までお問い合わせください。

国民年金国民年金
新成人の皆さんへ！
20歳になったら国民年金

日本年金機構　砺波年金事務所
☎ 33-1725（音声案内①次の音声案内①）
ねんきんダイヤル　　　☎ 0570-05-1165
　　  　(IP 電話・PHS は☎ 03-6700-1165)
健康課 国保・年金係　　☎㉓2011
各市民センター

問い合わせ

※砺波年金事務所へ電話予約をお願いします。

1 月の
年金相談

（相談時間は
  午前10時～午後3時）

開設日 開設場所
11日 (火 ) 城端市民センター
27日 (木 ) 福光市民センター

ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

あ
な
た
は
認
知
症
に
な
っ
て
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
い
で
す

か
？
若
い
う
ち
か
ら
介
護
状
態
に
な
り
、好
き
な
食
べ
物
も
食
べ
ら

れ
な
く
な
り
た
い
で
す
か
？
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、重
篤
化
し
た
い
で
す
か
？
こ
れ
ら
の
こ
と
を
回
避
す
る
方

法
が
あ
る
と
し
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

冒
頭
よ
り
過
激
な
こ
と
を
書
い
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、そ
の
方
法
は
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、う
蝕（
む
し
歯
）、

歯
周
病
、オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
受
け
、悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
場
合
早
期
に
治
療

し
、口
腔
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
少
な
く
と
も
年
１
～

２
回
、リ
ス
ク
の
高
い
人
は
年
３
～
４
回
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

現
在
国
会
で
は
、50
数
名
の
国
会
議
員
が
歯
科
口
腔
医
療
勉
強

会
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
、「
口
腔
の
健
康
が
全
身
の
健
康
に
つ
な

が
る
」こ
と
を
数
々
の
根
拠
に
よ
っ
て
確
認
し
、「
国
民
皆
歯
科
健

診
」を
実
現
す
る
た
め
に
答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
実
現

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
全
国
民
が
歯
科
健
診
を
受
け
て
口
腔
内

の
健
康
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
で
、全
身
の
疾
病
予
防
、重
症
化
予

防
に
つ
な
が
り
無
駄
な
医
療
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
は
、ま
だ
治
療
を
受
け

る
だ
け
の
た
め
に
歯
科
医
院
を

受
診
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か

ら
は
治
療
が
必
要
と
な
ら
な
い

よ
う
予
防
の
た
め
に
定
期
的
な

歯
科
健
診
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

ケ
ア
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
低
価
格
を
強
調
し
た
チ
ラ
シ
を
見
て
、排
水
管
の
高
圧
洗
浄
を
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、高
額
な
費
用
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
に「
○
○
円
」と
安
価
が
大
き
く
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、「
老

朽
化
し
て
い
る
、交
換
し
な
い
と
家
が
傷
ん
で
し
ま
う
」と
、高
価

格
の
排
水
管
工
事
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
、別
の
場
所
を
点
検
し
、

別
の
作
業
の
契
約
を
迫
ら
れ
た
、と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
自
分
か
ら
業
者
を
呼
ん
だ
場
合
は
、断
り
に
く
い
も
の
で

す
。
安
さ
に
つ
ら
れ
て
安
易
に
依
頼
せ
ず
、本
当
に
必
要
な
の
か
冷

静
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ 

南
砺
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
生
活
環
境
課
内
）
☎
㉓
２
０
３
５

　
消
費
者
の
知
恵

　
消
費
者
の
知
恵

●●

　排
水
管
の
高
圧
洗
浄
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

191

出生� 17人

人��口　48,662人（ー94）

世帯数　17,551戸（ー28）
女��性　25,292人（ー45）
男��性　23,370人（ー49）

統計なんと
※令和3年11月末現在��(　) 内は前月比。

○11月の人の動き

死亡� 　70人
自然増減� (-53)
転入� �50人
転出� 91人
社会増減 � (-41)

１月の医療案内

1/1 渡邊歯科医院 小矢部市  0766-61-2002
1/2 歯科津田医院 小矢部市  0766-61-2243
1/3 としこ歯科クリニック 小矢部市  0766-68-0388
1/9 芳尾歯科医院 砺波市  32-2834
1/10 村井歯科医院 砺波市   82-5366
1/16 神田歯科医院 砺波市   33-3223
1/23 根尾歯科医院 砺波市   33-2588
1/30 安念歯科医院 砺波市   33-2445

休日当番歯科医 診療時間：午前９時～午後５時

※ 受診の際は、病状などを事前に電話連絡し、保険
証を持参してください。

問い合わせ：富山県歯科保健医療総合センター
☎ 076-433-2039

救急・時間外診療

《砺波医療圏急患センター》
診療科目　内科・小児科　※外傷は対象外
診療時間　◇月～土　午後 8 時～ 10 時 30 分
　　　　　◇日､ 祝日､ 年末年始（12/30 ～ 1/3）
　　　　　　午前 10 時～午後 4 時 30 分、
　　　　　　午後 8 時～ 10 時 30 分
持参品　　健康保険証､ 処方せんなど
問い合わせ：内科 ☎ ㉞ 5005　小児科 ☎ ㉞ 7744

11 月末現在の
市内居住
成婚カップル数 152 組

▷問い合わせ：南砺で暮らしません課
　　　　　　　女性活躍・婚活支援係　☎ ㉓ 2037 婚活倶楽部なんとHP

※ 2011 年 4月からの会員成婚カップル 227組

11月末現在の
応援市民 943 人

▷問い合わせ：政策推進課 地方創生推進係 ☎ ㉓ 2052 応援市民ポータルサイト

編集
後記

早いもので今年もすでに年末。新型コロナ感染が落ち
着いていることもあり、小さな忘年会の予定がポツポツと。
こんな感じはほぼ２年振りで、長く自粛が必要だったせい

か、どこか新鮮に感じるのは私だけでしょうか。いきなり元通りとはい
かないでしょうが、新年が皆様にとって幸多き年になりますように！AK
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皆
さ
ん
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

南
砺
市
歯
科
医
師
会

　会
長成

瀬

　裕
久

あ
な
た
は
認
知
症
に
な
っ
て
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
い
で
す

か
？
若
い
う
ち
か
ら
介
護
状
態
に
な
り
、好
き
な
食
べ
物
も
食
べ
ら

れ
な
く
な
り
た
い
で
す
か
？
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、重
篤
化
し
た
い
で
す
か
？
こ
れ
ら
の
こ
と
を
回
避
す
る
方

法
が
あ
る
と
し
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

冒
頭
よ
り
過
激
な
こ
と
を
書
い
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、そ
の
方
法
は
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、う
蝕（
む
し
歯
）、

歯
周
病
、オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
受
け
、悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
場
合
早
期
に
治
療

し
、口
腔
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
少
な
く
と
も
年
１
～

２
回
、リ
ス
ク
の
高
い
人
は
年
３
～
４
回
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

現
在
国
会
で
は
、50
数
名
の
国
会
議
員
が
歯
科
口
腔
医
療
勉
強

会
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
、「
口
腔
の
健
康
が
全
身
の
健
康
に
つ
な

が
る
」こ
と
を
数
々
の
根
拠
に
よ
っ
て
確
認
し
、「
国
民
皆
歯
科
健

診
」を
実
現
す
る
た
め
に
答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
実
現

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
全
国
民
が
歯
科
健
診
を
受
け
て
口
腔
内

の
健
康
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
で
、全
身
の
疾
病
予
防
、重
症
化
予

防
に
つ
な
が
り
無
駄
な
医
療
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
は
、ま
だ
治
療
を
受
け

る
だ
け
の
た
め
に
歯
科
医
院
を

受
診
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か

ら
は
治
療
が
必
要
と
な
ら
な
い

よ
う
予
防
の
た
め
に
定
期
的
な

歯
科
健
診
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

ケ
ア
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

南
砺
市
歯
科
保
健
推
進

南
砺
市
歯
科
保
健
推
進

��

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
12
月
９
日
（
木
）、Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を
使
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
、「
な
ん
と
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〈
若
者
世

代
コ
ー
ス
〉」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
16
名
の
皆
さ
ん
が
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
意
見
を
出
し
合
い
、
よ
り
良
い
南
砺
の
実
現

に
向
け
た
提
言
を
市
長
に
行
い
ま
し
た
。

な
ん
と
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ん
と
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

     
     〈

若
者
世
代
コ
ー
ス
〉を
開
催

〈
若
者
世
代
コ
ー
ス
〉を
開
催  

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
内
容 

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
田
中
市
長
か
ら
市
の
取
り
組

み
や
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」「
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」の
テ
ー

マ
毎
に
３
つ
に
分
か
れ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
進
行
役
を
中
心

に
、
ま
ず
は
各
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
課
題
を
抽
出
し
、

つ
づ
い
て
そ
の
解
決
策
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
っ
て
、

提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

 

テ
ー
マ
毎
の
発
表 

　
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
南
砺
市

の
こ
と
を
発
信
し
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
支

援
、
広
い
南
砺
市
を
自
由
に
巡
る
仕
組
み
」(

ニ
ュ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム)

、「
世
代
な
ど
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
毎
に
紙

媒
体
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
分
け
て
、
市
も
市
民

も
発
信
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
副
業
の
需
要
と

供
給
を
結
び
つ
け
る
情
報
発
信
」(

若
者
に
選
ば
れ
る

ま
ち)

、「
学
習
支
援
や
生
理
の
貧
困
問
題
な
ど
へ
の

対
策
、タ
テ
（
世
代
間
）
の
繋
が
り
と
ヨ
コ
（
同
世
代
）

の
理
解
度
を
高
め
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」(

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ)

と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 

提
言
を
受
け
て 

　
様
々
な
提
案
を
受
け
て
田
中
市
長
は
「
南
砺
市
が
ま

だ
足
り
て
い
な
い
課
題
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
ア
イ
デ

ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
南
砺
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
、
意
見
や
助
言
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　「
な
ん
と
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〈
若
者

世
代
コ
ー
ス
〉
の
詳
細
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ  

情
報
政
策
課 

広
報
係

☎
�
２
０
０
２

市ホームページ

み
ん
な
で
考
え
よ
う

こ
れ
か
ら
の
南
砺
！
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　20 歳を迎えると、様々な権利とともに義務も生まれます。
国民年金に加入することもそのひとつです。
日本に住んでいる 20 歳から 60 歳までのすべての人は、国民
年金に加入することが法律で義務付けられています。国民年
金は老後の生活保障だけでなく、障害や死亡といった不慮の
事故などにも対応できるよう、国民みんなで保険料を出し合
い、お互いを支え合う世代間扶養の仕組みをとっています。
　少子高齢化が進み現役世代の負担が年々増加しています
が、基礎年金の半分は国庫負担 ( 税金 ) で賄われているため、
現在 20 歳の方も、平均寿命で計算した場合、納付した保険
料以上の年金が受け取れます。さらに賃金や物価の変動に合
わせて年金額が改定されるため、経済社会が大きく変動したと
しても、年金の価値は保障されます。
　20 歳到達後、約 2 週間で年金手帳と国民年金保険料の納
付書が送付されますので、納付期限内に保険料を納付しましょ
う。また、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方
には、保険料の納付を免除や猶予する制度があります。詳細
については、お近くの市民センター窓ロまたは砺波年金事務
所までお問い合わせください。

国民年金国民年金
新成人の皆さんへ！
20歳になったら国民年金

日本年金機構　砺波年金事務所
☎ 33-1725（音声案内①次の音声案内①）
ねんきんダイヤル　　　☎ 0570-05-1165
　　  　(IP 電話・PHS は☎ 03-6700-1165)
健康課 国保・年金係　　☎㉓2011
各市民センター

問い合わせ

※砺波年金事務所へ電話予約をお願いします。

1 月の
年金相談

（相談時間は
  午前10時～午後3時）

開設日 開設場所
11日 (火 ) 城端市民センター
27日 (木 ) 福光市民センター

ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

あ
な
た
は
認
知
症
に
な
っ
て
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
い
で
す

か
？
若
い
う
ち
か
ら
介
護
状
態
に
な
り
、好
き
な
食
べ
物
も
食
べ
ら

れ
な
く
な
り
た
い
で
す
か
？
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、重
篤
化
し
た
い
で
す
か
？
こ
れ
ら
の
こ
と
を
回
避
す
る
方

法
が
あ
る
と
し
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

冒
頭
よ
り
過
激
な
こ
と
を
書
い
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、そ
の
方
法
は
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、う
蝕（
む
し
歯
）、

歯
周
病
、オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
受
け
、悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
場
合
早
期
に
治
療

し
、口
腔
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
少
な
く
と
も
年
１
～

２
回
、リ
ス
ク
の
高
い
人
は
年
３
～
４
回
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

現
在
国
会
で
は
、50
数
名
の
国
会
議
員
が
歯
科
口
腔
医
療
勉
強

会
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
、「
口
腔
の
健
康
が
全
身
の
健
康
に
つ
な

が
る
」こ
と
を
数
々
の
根
拠
に
よ
っ
て
確
認
し
、「
国
民
皆
歯
科
健

診
」を
実
現
す
る
た
め
に
答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
実
現

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
全
国
民
が
歯
科
健
診
を
受
け
て
口
腔
内

の
健
康
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
で
、全
身
の
疾
病
予
防
、重
症
化
予

防
に
つ
な
が
り
無
駄
な
医
療
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
は
、ま
だ
治
療
を
受
け

る
だ
け
の
た
め
に
歯
科
医
院
を

受
診
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か

ら
は
治
療
が
必
要
と
な
ら
な
い

よ
う
予
防
の
た
め
に
定
期
的
な

歯
科
健
診
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

ケ
ア
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
低
価
格
を
強
調
し
た
チ
ラ
シ
を
見
て
、排
水
管
の
高
圧
洗
浄
を
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、高
額
な
費
用
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
に「
○
○
円
」と
安
価
が
大
き
く
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、「
老

朽
化
し
て
い
る
、交
換
し
な
い
と
家
が
傷
ん
で
し
ま
う
」と
、高
価

格
の
排
水
管
工
事
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
、別
の
場
所
を
点
検
し
、

別
の
作
業
の
契
約
を
迫
ら
れ
た
、と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
自
分
か
ら
業
者
を
呼
ん
だ
場
合
は
、断
り
に
く
い
も
の
で

す
。
安
さ
に
つ
ら
れ
て
安
易
に
依
頼
せ
ず
、本
当
に
必
要
な
の
か
冷

静
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ 

南
砺
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
生
活
環
境
課
内
）
☎
㉓
２
０
３
５

　
消
費
者
の
知
恵

　
消
費
者
の
知
恵

●●

　排
水
管
の
高
圧
洗
浄
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

191

出生� 17人

人��口　48,662人（ー94）

世帯数　17,551戸（ー28）
女��性　25,292人（ー45）
男��性　23,370人（ー49）

統計なんと
※令和3年11月末現在��(　) 内は前月比。

○11月の人の動き

死亡� 　70人
自然増減� (-53)
転入� �50人
転出� 91人
社会増減 � (-41)

１月の医療案内

1/1 渡邊歯科医院 小矢部市  0766-61-2002
1/2 歯科津田医院 小矢部市  0766-61-2243
1/3 としこ歯科クリニック 小矢部市  0766-68-0388
1/9 芳尾歯科医院 砺波市  32-2834
1/10 村井歯科医院 砺波市   82-5366
1/16 神田歯科医院 砺波市   33-3223
1/23 根尾歯科医院 砺波市   33-2588
1/30 安念歯科医院 砺波市   33-2445

休日当番歯科医 診療時間：午前９時～午後５時

※ 受診の際は、病状などを事前に電話連絡し、保険
証を持参してください。

問い合わせ：富山県歯科保健医療総合センター
☎ 076-433-2039

救急・時間外診療

《砺波医療圏急患センター》
診療科目　内科・小児科　※外傷は対象外
診療時間　◇月～土　午後 8 時～ 10 時 30 分
　　　　　◇日､ 祝日､ 年末年始（12/30 ～ 1/3）
　　　　　　午前 10 時～午後 4 時 30 分、
　　　　　　午後 8 時～ 10 時 30 分
持参品　　健康保険証､ 処方せんなど
問い合わせ：内科 ☎ ㉞ 5005　小児科 ☎ ㉞ 7744

11 月末現在の
市内居住
成婚カップル数 152 組

▷問い合わせ：南砺で暮らしません課
　　　　　　　女性活躍・婚活支援係　☎ ㉓ 2037 婚活倶楽部なんとHP

※ 2011 年 4月からの会員成婚カップル 227組

11月末現在の
応援市民 943 人

▷問い合わせ：政策推進課 地方創生推進係 ☎ ㉓ 2052 応援市民ポータルサイト

編集
後記

早いもので今年もすでに年末。新型コロナ感染が落ち
着いていることもあり、小さな忘年会の予定がポツポツと。
こんな感じはほぼ２年振りで、長く自粛が必要だったせい

か、どこか新鮮に感じるのは私だけでしょうか。いきなり元通りとはい
かないでしょうが、新年が皆様にとって幸多き年になりますように！AK
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11
月
９
日（
火
）、

南
砺
市
と
富
山
県
西

部
森
林
組
合
は
、「
災

害
時
に
お
け
る
応
急

対
策
活
動
に
関
す
る

協
力
協
定
」を
締
結

し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、災
害

時
に
市
が
要
請
し
た

場
合
、樹
木
伐
採
な

ど
応
急
対
策
活
動
に

協
力
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
避
難
路

や
輸
送
路
上
の
障
害
物
除
去
や
安
全
確
保
の
た
め
の
仮
設
工
事
な
ど
、森
林
の
プ
ロ
と
し
て
の

高
度
な
技
術
と
、所
有
の
林
業
機
械
で
の
復
旧
活
動
で
、大
変
心
強
い
体
制
が
整
い
ま
す
。

11
月
23
日(

火･

祝)

の
午
前
中
、福
野
体
育
館
屋
外
で「
第
36
回
福
野
の
ご
っつ
ぉ
里
い
も

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
、里
芋
グ
ル
メ
が
１
つ
に
な
っ
た「
ご
っつ
ぉ
里
い
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
ト
」や
特

売
の
里
い
も
な
ど
が
お
目
当
て
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

南
野
尻
里
芋
生
産
組
合
の
長
谷
川
勝
三
組
合
長
に
お
話
し
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、今
年
は
9
月
に

「
ひ
ょ
う
」が
降
り
、サ
ト
イ
モ
の
葉
が
落
ち
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、早
生
品
種
は
例

年
並
み
で
、主
力
品
種
の「
大
和
」は

例
年
と
比
べ
て
3
割
程
度
収
穫
量
が

減
って
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で

し
た
が
、味
に
影
響
は
な
く
、美
味
し

い
里
い
も
が
採
れ
た
そ
う
で
す
。

会
場
内
で
は
、里
い
も
を
使
っ
た
お

菓
子
な
ど
の
販
売
や
南
砺
福
野
高

校
農
業
ク
ラ
ブ
の
農
産
物
直
売
な
ど

も
行
わ
れ
、ど
の
ブ
ー
ス
も
大
盛
況

で
し
た
。

11
月
26
日(

金)

、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の

可
能
性
を
探
る
た
め
、
富
山
県
が
県
内
で
初
め
て
ド
ロ
ー
ン

を
使
っ
た
物
流
実
証
実
験
を
平
地
域
で
行
い
ま
し
た
。
県
の

委
託
を
受
け
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
が
、
平
市
民
セ
ン
タ
ー

(

下
梨
地
区)

か
ら
旧
祖
山
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
、
モ
バ
イ

ル
通
信
の
電
波
を
利
用
し
て
自
律
飛
行
が
で
き
る
産
業
用
の

大
型
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

平
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
た
い
ら

マ
ウ
ン
テ
ン
ス
ク
ー
ル(

東
中
江
地

区)

ま
で
の
約
3
㎞
区
間
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
が
五
箇
山
豆
腐
な
ど
の
食

料
品
や
日
用
品
約
3
㎏
を
運
搬
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、

例
え
ば
土
砂
崩
れ
な
ど
で
孤
立
集
落
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
安
全

に
救
援
物
資
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

県
で
は
実
験
結
果
な
ど
を
も
と
に
課
題
の
整
理
を
行
い
、
来
年
度

は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
検
討
を
進
め
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

12
月
5
日(

日)

、
第
5
回
棟
方
ま
つ
り
の
関
連
ツ

ア
ー
「
棟
方
志
功
の
美
学
に
迫
る
！
～
裏
彩
色
体
験
と

ま
ち
歩
き
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら

10
名
が
参
加
し
、
棟
方
志
功
が
暮
ら
し
た
「
福
光
」

の
ま
ち
歩
き
と
、板
画
の
作
品
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
町
公
民
館
で
行
わ
れ
た
「
裏
彩
色
体
験
」
で
は
、

棟
方
の
孫
で
棟
方
研
究
家
の
石
井
頼
子
さ
ん
と
元
南
砺

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
、
芸
術
家
の
石
田
香
楠
子
さ

ん
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
石
井
さ
ん
に
よ
る
棟
方
の

板
画
の
技
法
解
説
と
、
石
田
さ
ん
の
実
演
を
参
考
に
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
来
年
の
干
支
「
寅
」
や
花
な
ど
、

思
い
思
い
の
図
案
で
作
品
を
制
作
。
墨
で
和
紙
に
刷
っ
た

板
画
に
、
棟
方
が
用
い
た
「
裏
彩
色
」
の
技
法
で
、
裏

か
ら
色
を
に
じ
ま
せ
る
こ
と
で
、
鮮
や
か
な
作
品
が
完

成
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
協
力
協
定
締
結

特
産
の
里
い
も
　
大
人
気

食
料
品
な
ど
　
ド
ロ
ー
ン
で
お
届
け

棟
方
が
使
っ
た
技
法

「
裏
彩
色
」
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12
月
11
日(

土)

、
福
野
地
域
の
中
心
部
に
あ
る
旧
富
山
紡
績
工
場

跡
地
の
今
後
の
利
活
用
方
法
に
関
す
る
福
野
地
域
づ
く
り
連
絡
協
議
会

主
催
の
意
見
交
換
会
が
ア
・
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

工
場
跡
地
（
市
有
地
）
の
う
ち
、
約
1
万
6
千
㎡
の
エ
リ
ア
で
、
福
野

地
域
の
新
た
な
拠
点
づ
く
り
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
会
で
は
、昨
年
開
催
さ
れ
た
「
２
０
２
０
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
＠
南
砺
」
で
跡
地
活
用
に
つ
い
て
考
え
た
グ
ル
ー
プ
の

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
柴
田
昌
尚
さ
ん
が
、
単
な
る
公
共
施
設
と
し

て
で
は
な
く
、
民
間
資
金
を
活
用
す
る
公
民
連
携
事
業
と
し
て
市

民
セ
ン
タ
ー
や
福
野
中
部
交
流
セ
ン
タ
ー
と
共
に
民
間
の
テ
ナ
ン
ト

が
入
居
す
る
複
合
施
設
や
、
多
目
的
に
活
用
で
き
る
広
場
で
集
い

の
場
を
創
出
す
る
「O

RA
CCH

A

プ
ロ
ジェク
ト
基
本
構
想
案
」

を
説
明
。
参
加
者
か
ら
は
民
間
活
力
を
生
か
し
た
内
容
へ
の
期
待

や
心
配
す
る
質
問
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
大
橋
隆
樹
会

長
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
拍
手
多
数
に
よ
って
、
地
域
全
体
で
こ
の

基
本
構
想
案
を
市
に
提
案
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
提
案
を
受
け
て
、
今
後
、
市
で
は
事
業
化
に
向
け
た
調
査

を
進
め
る
予
定
で
す
。

南
砺
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
農
業
や
食
の
安

全
へ
の
関
心
や
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
つい
て

理
解
を
深
め
る
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
、
生
産
者
への
感

謝
の
気
持
ち
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
薬

や
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
地
元
産
の
農
作
物
を
献

立
に
取
り
入
れ
た
特
別
給
食
「
な
ん
と
自
然
給

食
も
の
が
た
り
」
を
市
内
全
て
の
小
中
学
校
、
義

務
教
育
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
ミ
シ
ュラ
ン
ガ
イ
ド
北
陸
２
０
２
１
特
別
版
で一つ
星
と
持

続
可
能
な
取
り
組
み
を
評
価
す
る
「
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ー
」
に
選
ば
れ

て
い
る
城
端
地
域
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
「
ラ
ン
ソ
レ
イ
エ
」
の
オ
ー
ナ
ー

シェフ
髙
見
敦
司
さ
ん
が
献
立
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。「
真
鱈
と
金
森
フ
ァ
ー

ム
の
大
か
ぶ
と
ほ
う
れ
ん
草
の
ブ
レ
ゼ
（
蒸
し
煮
）」「
奥
野
さ
ん
の
さ
つ
ま
い
も
と
リ
ン
ゴ
の
サ
ラ

ダ 

オ
レ
ン
ジ
風
味
」な
ど
４
品
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。半
年
前
か
ら
は
じ
め
た
献
立
作
り
で
は
、

主
役
で
あ
る
農
作
物
の
味
を
い
か
す
た
め
に
余
分
な
味
付
け
は
控
え
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
調
理

法
を
使
い
な
が
ら
も
、
調
理
員
さ
ん
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
た
そ
う
で
す
。

井
波
小
学
校
で
は
12
月
7
日(

火)

に
特
別
給
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
給
食
を「
め
っ
ち
ゃ

お
い
し
い
」
と
頬
張
る
男
子
児
童
の
様
子
に
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
に
来
た
髙
見
さ
ん
も

「
本
当
に
嬉
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

12
月
8
日(

水)

、
市
役
所
1
階
の

市
民
ホ
ー
ル
で
認
定
こ
ど
も
園
福
光
青

葉
幼
稚
園
の
年
長
・
年
中
児
33
名
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ハン
ド
ベ
ル
で
の「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」

な
ど
の
演
奏
と
、「
お
ほ
し
が
ひ
か
る
」

「
き
よ
し
こ
の
よ
る
」
な
ど
の
合
唱
が

あ
り
、
保
護
者
や
窓
口
を
訪
れ
た
皆
さ

ん
が
子
ど
も
た
ち
の
愛
ら
し
い
姿
に
大

き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

 

満
百
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

め
で
た
く
満
百
歳
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
、
市
か

ら
お
祝
い
状
、
お
祝
い

の
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
お
元

気
で
過
ご
さ
れ
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

山本　雪子　さん
大正10年11月21日生まれ 小二又（福光地域)

得永　はな子　さん
大正10年11月25日生まれ 松原（福野地域)

フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ
考
案
の
献
立
に
舌
鼓

音
楽
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

福
野
で
公
民
連
携
に
よ
る

集
い
の
場
創
出
案
を
市
に
提
案

新たな拠点づくりの検討エリア (赤枠内 )
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11
月
９
日（
火
）、

南
砺
市
と
富
山
県
西

部
森
林
組
合
は
、「
災

害
時
に
お
け
る
応
急

対
策
活
動
に
関
す
る

協
力
協
定
」を
締
結

し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、災
害

時
に
市
が
要
請
し
た

場
合
、樹
木
伐
採
な

ど
応
急
対
策
活
動
に

協
力
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
避
難
路

や
輸
送
路
上
の
障
害
物
除
去
や
安
全
確
保
の
た
め
の
仮
設
工
事
な
ど
、森
林
の
プ
ロ
と
し
て
の

高
度
な
技
術
と
、所
有
の
林
業
機
械
で
の
復
旧
活
動
で
、大
変
心
強
い
体
制
が
整
い
ま
す
。

11
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23
日(
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祝)

の
午
前
中
、福
野
体
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館
屋
外
で「
第
36
回
福
野
の
ご
っつ
ぉ
里
い
も

ま
つ
り
」が
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催
さ
れ
、里
芋
グ
ル
メ
が
１
つ
に
な
っ
た「
ご
っつ
ぉ
里
い
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
ト
」や
特

売
の
里
い
も
な
ど
が
お
目
当
て
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

南
野
尻
里
芋
生
産
組
合
の
長
谷
川
勝
三
組
合
長
に
お
話
し
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、今
年
は
9
月
に

「
ひ
ょ
う
」が
降
り
、サ
ト
イ
モ
の
葉
が
落
ち
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、早
生
品
種
は
例

年
並
み
で
、主
力
品
種
の「
大
和
」は

例
年
と
比
べ
て
3
割
程
度
収
穫
量
が

減
って
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で

し
た
が
、味
に
影
響
は
な
く
、美
味
し

い
里
い
も
が
採
れ
た
そ
う
で
す
。

会
場
内
で
は
、里
い
も
を
使
っ
た
お

菓
子
な
ど
の
販
売
や
南
砺
福
野
高

校
農
業
ク
ラ
ブ
の
農
産
物
直
売
な
ど

も
行
わ
れ
、ど
の
ブ
ー
ス
も
大
盛
況

で
し
た
。

11
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26
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金)

、
中
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間
地
域
に
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け
る
課
題
解
決
の

可
能
性
を
探
る
た
め
、
富
山
県
が
県
内
で
初
め
て
ド
ロ
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ン

を
使
っ
た
物
流
実
証
実
験
を
平
地
域
で
行
い
ま
し
た
。
県
の

委
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を
受
け
た
Ｋ
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Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
が
、
平
市
民
セ
ン
タ
ー

(

下
梨
地
区)

か
ら
旧
祖
山
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
、
モ
バ
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ル
通
信
の
電
波
を
利
用
し
て
自
律
飛
行
が
で
き
る
産
業
用
の
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型
ド
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飛
ば
し
ま
し
た
。

平
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ら
、
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テ
ン
ス
ク
ー
ル(

東
中
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3
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で
は
、
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ロ
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箇
山
豆
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な
ど
の
食

料
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や
日
用
品
約
3
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を
運
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。
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の
よ
う
な
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が
あ
れ
ば
、
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え
ば
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崩
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ど
で
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立
集
落
が
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し
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で
も
、
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全

に
救
援
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資
を
届
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る
こ
と
が
で
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よ
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に
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す
。

県
で
は
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験
結
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な
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を
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に
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の
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、
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は
ビ
ジ
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モ
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予
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で
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。
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の
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催
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内
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方
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が
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ら
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た
「
福
光
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の
ま
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と
、板
画
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で
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で
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、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
来
年
の
干
支
「
寅
」
や
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、

思
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の
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。
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和
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に
、
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の
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こ
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ド
ロ
ー
ン
で
お
届
け

棟
方
が
使
っ
た
技
法

「
裏
彩
色
」
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12
月
11
日(

土)

、
福
野
地
域
の
中
心
部
に
あ
る
旧
富
山
紡
績
工
場

跡
地
の
今
後
の
利
活
用
方
法
に
関
す
る
福
野
地
域
づ
く
り
連
絡
協
議
会

主
催
の
意
見
交
換
会
が
ア
・
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

工
場
跡
地
（
市
有
地
）
の
う
ち
、
約
1
万
6
千
㎡
の
エ
リ
ア
で
、
福
野

地
域
の
新
た
な
拠
点
づ
く
り
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
会
で
は
、昨
年
開
催
さ
れ
た
「
２
０
２
０
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
＠
南
砺
」
で
跡
地
活
用
に
つ
い
て
考
え
た
グ
ル
ー
プ
の

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
柴
田
昌
尚
さ
ん
が
、
単
な
る
公
共
施
設
と
し

て
で
は
な
く
、
民
間
資
金
を
活
用
す
る
公
民
連
携
事
業
と
し
て
市

民
セ
ン
タ
ー
や
福
野
中
部
交
流
セ
ン
タ
ー
と
共
に
民
間
の
テ
ナ
ン
ト

が
入
居
す
る
複
合
施
設
や
、
多
目
的
に
活
用
で
き
る
広
場
で
集
い

の
場
を
創
出
す
る
「O

RA
CCH

A

プ
ロ
ジェク
ト
基
本
構
想
案
」

を
説
明
。
参
加
者
か
ら
は
民
間
活
力
を
生
か
し
た
内
容
へ
の
期
待

や
心
配
す
る
質
問
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
大
橋
隆
樹
会

長
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
拍
手
多
数
に
よ
って
、
地
域
全
体
で
こ
の

基
本
構
想
案
を
市
に
提
案
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
提
案
を
受
け
て
、
今
後
、
市
で
は
事
業
化
に
向
け
た
調
査

を
進
め
る
予
定
で
す
。

南
砺
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
農
業
や
食
の
安

全
へ
の
関
心
や
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
つい
て

理
解
を
深
め
る
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
、
生
産
者
への
感

謝
の
気
持
ち
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
薬

や
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
地
元
産
の
農
作
物
を
献

立
に
取
り
入
れ
た
特
別
給
食
「
な
ん
と
自
然
給

食
も
の
が
た
り
」
を
市
内
全
て
の
小
中
学
校
、
義

務
教
育
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
ミ
シ
ュラ
ン
ガ
イ
ド
北
陸
２
０
２
１
特
別
版
で一つ
星
と
持

続
可
能
な
取
り
組
み
を
評
価
す
る
「
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ー
」
に
選
ば
れ

て
い
る
城
端
地
域
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
「
ラ
ン
ソ
レ
イ
エ
」
の
オ
ー
ナ
ー

シェフ
髙
見
敦
司
さ
ん
が
献
立
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。「
真
鱈
と
金
森
フ
ァ
ー

ム
の
大
か
ぶ
と
ほ
う
れ
ん
草
の
ブ
レ
ゼ
（
蒸
し
煮
）」「
奥
野
さ
ん
の
さ
つ
ま
い
も
と
リ
ン
ゴ
の
サ
ラ

ダ 

オ
レ
ン
ジ
風
味
」な
ど
４
品
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。半
年
前
か
ら
は
じ
め
た
献
立
作
り
で
は
、

主
役
で
あ
る
農
作
物
の
味
を
い
か
す
た
め
に
余
分
な
味
付
け
は
控
え
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
調
理

法
を
使
い
な
が
ら
も
、
調
理
員
さ
ん
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
た
そ
う
で
す
。

井
波
小
学
校
で
は
12
月
7
日(

火)

に
特
別
給
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
給
食
を「
め
っ
ち
ゃ

お
い
し
い
」
と
頬
張
る
男
子
児
童
の
様
子
に
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
に
来
た
髙
見
さ
ん
も

「
本
当
に
嬉
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

12
月
8
日(

水)

、
市
役
所
1
階
の

市
民
ホ
ー
ル
で
認
定
こ
ど
も
園
福
光
青

葉
幼
稚
園
の
年
長
・
年
中
児
33
名
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ハン
ド
ベ
ル
で
の「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」

な
ど
の
演
奏
と
、「
お
ほ
し
が
ひ
か
る
」

「
き
よ
し
こ
の
よ
る
」
な
ど
の
合
唱
が

あ
り
、
保
護
者
や
窓
口
を
訪
れ
た
皆
さ

ん
が
子
ど
も
た
ち
の
愛
ら
し
い
姿
に
大

き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

 

満
百
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

め
で
た
く
満
百
歳
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
、
市
か

ら
お
祝
い
状
、
お
祝
い

の
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
お
元

気
で
過
ご
さ
れ
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

山本　雪子　さん
大正10年11月21日生まれ 小二又（福光地域)

得永　はな子　さん
大正10年11月25日生まれ 松原（福野地域)

フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ
考
案
の
献
立
に
舌
鼓

音
楽
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

福
野
で
公
民
連
携
に
よ
る

集
い
の
場
創
出
案
を
市
に
提
案

新たな拠点づくりの検討エリア (赤枠内 )
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なんと
簡単レシピ
なんと
簡単レシピ
家族そろって
減塩生活！

なんと花巡りなんと花巡り
Vol.22Vol.22

マイナンバーカードの申請・交付、
電子証明書の更新のため
休日開庁します
（完全予約制）

 休日開庁日時 	1月９日（日）午前８時30分～午後3時
 場　 　所 	南砺市役所　福光市民センター
 予約方法 		下記のQRコードから予約サイトで登録いただく

か、電話で申し込みください。
	 （完全予約制・時間指定不可）
 予約期間 	12月19日（日）～令和４年１月２日（日）
 休日開庁時特典 　	希望者には申請書に貼付																										

する写真をお撮りします。
※マイナンバーカードに関する業務のみ行います。
※	電話での予約は平日の午前８時30分～午後５時
　まで。（12月29日（水）～12月31日（金）除く）
 予約・問い合わせ 　市民課　☎㉓ 2008

開発を花のあるまちへ（福光）
福光の開発地区はもともとあまり花がない地域でしたが、平成７年に花街道が造ら

れたのをきっかけに、交流センター前や道路沿いの空きスペースにも花壇づくりが広
がり、今では色とりどりの草花が植えられています。その活動の発起人となったのが
鈴木保子さんです。婦人会に花サークルを設立されたり、幼稚園や地域花壇の技術
指導も熱心に取り組まれたり、花壇コンクールで何度も入賞されるなど、長年の緑化活
動の功績が認められ、今年度の都市緑化功労者国土交通大臣表彰を受賞されました。
「遺伝子レベル」とご自身で言われるほど小さいころからお花が好きで、ご自宅で

はバラやダリアも広範囲で栽培されており、鈴木さんの“ダリア園“の噂を聞きつけ
た方が見学に来られることもあるそうです。今後の抱負を尋ねると「今回の受賞を
励みに、地域の方々と一緒に花の輪を広げていきたい」と語ってくだ
さいました。

白菜の中華サラダ
南砺市食生活改善推進協議会

１人分あたりの栄養価
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量
88kcal 4.4g 5.0g 7.3g 1.2g

令
和
４
年
１
月
号

令
和
３
年
12
月
25
日
発
行

発
行
： 

　

 

南
砺
市 

〒939-1692

　富
山
県
南
砺
市
荒
木1550

　
　
　

 

☎0763-23-2002

　

E-m
ail info@

city.nanto.lg.jp

～南砺の花巡り情報をお寄せください～  E-mail:hanananto@city.nanto.lg.jp
	問い合わせ	　花と緑の銀行南砺支店 (林政課 ) ☎�2017

白菜�����150g
にんじん����50g
生わかめ（塩蔵）�30g
ハム������2枚

ポン酢���� 大さじ１
砂糖����� 小さじ１/2
ごま油����� 小さじ２
ラー油（お好みで）

●材料（２人分）

～　食塩摂取が多くなりがちな食品　～
食塩は食べ物の美味しさを引き立たせるうえで重要な調味料です。普段食べている食

品や調味料にどれだけの塩分が含まれているのかを知ることが減塩への第一歩です。か
まぼこなどの練り製品やハムやソーセージなどの肉加工品、海藻類は塩分が高いものが
多いので具材として使う場合には、合せる調味料の量を減らすように気をつけましょう。

献立名

●申請予約サイト

●交付・更新予約サイト

①白菜は短冊切り、人参は細い千切りにし、ビニール
袋に入れて、塩をひとつまみ入れて、よくもみ、しん
なりしたら水気を絞る。

② ワカメは、塩を洗い流し、お湯に通して水を切り、粗
く切っておく。

③ ハムは千切りにする。
④ ①②③を混ぜ、ポン酢、砂糖、ごま油で和える。お好

みでラー油を加える。
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「南砺の逸品」～１品目～
『WEB限定販売
ギフトボックス』

　南砺ブランド
商品をご紹介し
ている「南砺の
逸品」公式サ
イトでは、南砺
産の美 味しい
品々を集めた６
種のギフトボッ
クスを販売して
います。お好みで組合せが選べるこのギフトボックスは、
WEB 限定商品で送料無料です。もらった人はもちろん、
贈った人も幸せを感じる南砺の贈り物のお求めは、「南
砺の逸品」公式サイトからどうぞ。
https://www.nanto.ippin.jp/
問い合わせ　商工企業立地課　☎� 2018

南砺の逸品 検索

ギフトボックス一例：「冬の贈り物セット」5,000 円 ( 税込 )


